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海が教えてくれた ｢生きる力｣

兼白木大喪泉から4 年を経た東北の今を体験する
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準慧【
瀾 馬 ● 新地 ● 山元方面 ( 日帰り)

東日本大電災か ら 4 年○ 地震と巨大な津彼の 被菩を受けた東弗の 沿岸埠域噂J 多く由犠牲と

大きな悲しみに包 まれました｡ しかしそ こには自然が敢えてくれた生きるカと邑然と共存する
ための教訓が刻まれて いますd

東日本大震災から復興 してい く寄島 ･ 宮城由沿岸部を歩い でみ ませんか? あまり報道さわな
かっ た平坦な沿岸部の盛災の様子 もうかがえますd

･こ
l この 4 年で東北の人々 が学んだ教訓を親子で体験 してく ださい ｡ 災害からの学びと､ 自感と

~ 一
共存 して いく福島 ･ 山元地域の 人々の暮らしにつ いて ､ 親子 で学んで みてく ださい ｡

姦∈･のツア
ー 曝､
.
東垣孝夫震災での連硬被災地城の復奥を支虚し､ 地域再生を応援することを

目的とし 研 い ます ｡
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☆福島と宮城の海物語 ～ 相馬､ 新地､ 山元方面 ( 日帰り)
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福島県の相馬と新地を訪問し､ 松川浦などで海に亭つ わる物語を伺い草す ｡ 宮城県では ､ 山元や亘壇を訪問予定 ｡

学びの機会の多い ､ 日帰り.のツア ｢ です ｡

旅行代金:･
■
親子羊人 → 租 9 , 8 q O 円( 税込) 参加卸 = 含まれるも¢: 食事代 1. 臥 体顔札 保険､ 添乗料

◆日額‥8 月
■
2串日･(月) ◆集合: 如5 仙台駅団体バネ乗りi針_-

◆定員: 親子1 5 粗く最少催行人数 1 0 組)

◆行程: 9 :0 0 仙台駅 → 相馬視察( 体験) → 昼食 → 相馬視察(松川浦ほか) → 新地視察(大戸観音堂 ほか)
→ 山元視察( 中浜小学校ほ か) ※被災を伝える紙芝居上演 → わたり温泉鳥の 海(入浴) → 1 8 :3 0 仙台駅着

注意 叫
行程は､ 交通事情･ 天候 ･ その 他やむを得ない事情により変更となる場合があります｡ ご了承ください ｡
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く旅行実施> 株式会社たびむすび 営業部(仙台市青葉区
一

番町 2
-

3
-

2 8 いろは横T ｢ みやたび｣ 内)
◆T E L : 0 2 2 - 3 97 - 6 6 4 9 ◆F A X : 0 2 2 - 3 9 7

-

6 74 9 ◆E -

m aiJ : i n fb @ t a bi m u s u bi . c oJ p ◆営業時間 9 : 0 0 ～ 1 7 : 0 0

◆定休日 土 一 日 ･ 祝日 ◆U R L : h tt p:// w w w .t ab 血 u s u bi . c oj p/
(

一

社) 全国旅行業協会会員 宮城県知事登録旅行集第2 -

3 44 号 国内旅行業務取扱管理者 猪狩 雅子
※旅行代 金はいずれも ー

租あたりの毛の です｡ ※行篭 は平 価 こより変更となる場 合がござい書す｡ ※定則 こ達し次第募集 を締 め切らせてい ただきます｡

※必ず事前 にお申し込みください ｡ ※辞しい 行程､ 料金等の ご案内を差し上げます｡

< 企画 > 一

般社団法人東北お遍路プロジェクト 事務局( 仙台市太白区長 町 3 - 9 - 1 0 エ フ エ ムたいはく内 0 2 2 - 26 4 - 7 8 9 0)
◆W E B : http :/ ∧o h o k u

-

O h e n r oj p/

※※ このプログラムは ､ 日本財団が 日本政府と連携して推進するr 海でつながるプロジェクト｣ の 一 環として行われています｡



申込先.__ 嘩
申込先 メ
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摘 観如 翫u 餌 鋸 朗 ゐ

旅行輿込書

ご記入 日 年 月 日

旅行 手配 等の ため に必 要な 元 図 内での 運送偶 泊機臥 保険会社等 へ の 個 人情報の提供に つ い て 同意のうえ ､ 以下 の旅行 に

申し込み ます｡

出発 日平成 2 7 年 8 月 2 3 日 ツア
ー

名 相馬､ 新地､ 山元方面

株式会社 たびむすび 電話:⑳碧空甘藷勃謬㊥ ･

6 錮診




